
●多くの工程が積み重ねられるデンチャー・トリートメントに
おいては，そのつどチェア・サイドとラボ・サイドのコミュニケ
ーションが必要となります．そして，歯科技工士の製作意欲が沸
き上がるようなコミュニケーションの確立こそがデンチャー・
トリートメントを成功に導きます． 
●歯科医師50余名，歯科技工士40余名のアンケートを基に，
デンチャー・トリートメントの各ステップにおいて，歯科医師・
歯科技工士が必ずクリアしなければならないこと，どのような
点で十分なコミュニケーションが必要かを，歯科医師と歯科技
工士がペアになり，診療，技工のプロセスに沿ってコミュニケ
ーションの取り方を具体的に解説． 
●クラスプ・デンチャー，レジン床義歯の場合のコミュニケー
ションを基軸に，義歯の種類と設計，欠損の部位の違いによる
コミュニケーションについても解説．また，リラインやリペアー
において必要なコミュニケーションについても記述． 
●患者さんの立場に立ち，患者さんの要望に応える満足度の高い
デンチャー・トリートメントを行うために「患者中心医療」（POS 
Patient Oriented System）のコンセプトに立脚して執筆． 

10.6義歯の製作・試適 
11.設計・義歯の完成・装着 
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